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上
代

に
お
け
る
力
行
音

の
清
濁
表
記
に

つ
い
て

原

口

裕

上
代
語

の
表
音
表
記

に
見

え
る
清

濁

の
書
き
分

け
に
関
し

て
、
最

近
ま
で
の

研
究

の
示
す
と

こ
ろ

に
よ
る
と
、
濁
音
が
清
音

に
対
し

て
〈
標
同
的

〉

に
把

握

さ
れ
て
し
ま

う
場
合

に
、
清
濁

の
書
き
分
け
は
必
ず

し
も
厳
密

に
守

ら
れ
な
く

(
1

)

て
も
よ
く
、
ま
た
、
音
節
と
し

て
把
握

さ
れ
た
語
形

を
文
字
化
す
る
段
階

に
お

い
て
、
自
覚
的
ま
た
は
無
自
覚
的

に
把

握

の
厳
密
さ
が
緩

む
可
能
性

を
、
万
葉

(
2
)

仮
名

の
字
音
仮
名
自
体

が
そ

の
性
格
と
し

て
持

っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

原
則
的

に
は
、
十
分
な
注
意
と
周
到
な
る
意
図

の
も
と

に
表
記

さ
れ
た
文
献

に

お
い
て
清
濁

は
よ
く
書
き
分

け
ら
れ
る
傾
向

に
あ
る
。
そ
の
書
き
分
け

の
段
階

(
3
)

に
つ
い
て
は

、
力
行

と
サ
行

は
極

め
て
異
例

が
少

く
、
タ
行
と

ハ
行
は
、

一
部

の
よ
く
書
き
分
け
て

い
る
文

献
を
除

く
と
、
多

か
れ
少
か
れ
異
例

を
含

む
よ
う

で
、
そ

の
因

に
つ
い
て
は
、
十
分

に
解
明
さ
れ

た
わ
け

で
は
な

い
が
、

種
々
の

要

件
が
考
え
ら
れ
る
と

い
う

の
で
あ
る
。

成

程
、
力
行

の
場
合

は
、
上
代

の
ガ
行
濁
子
音

に
鼻
音
的

要
素
が
あ

っ
た
と

想
定
す

る
説
に
従
え

ば
、
他

の
行
と
は
異
な
り
、
音
節
を
文
字
化

す
る
際

に
、

中
国

の
側
に
疑
母

と

い
う
恰
好

の
類
似
音
を
も

っ
て
い
る

一
群

の
文
字
を
選

ぶ

こ
と
が
で
き
た
。
し
た
が

っ
て
、
そ

の
清
濁

の
書
き
分
け
は
、
タ
行

や

ハ
行

の

場
合
と
よ
ほ
ど
異

な
り

、
さ
し

て
、
穿
馨
す

べ
き
必
要
も
な

い
よ
う

に
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
実
際

に
は
、
そ

の
書
き
分

け

の
段
階

や
、
用
字

の

点

に
関
し
て
、
看
過
で
き
な

い
種
々
の
問

題
が

あ
る
よ
う

に
思

わ
れ
る
の
で
あ

る
。上

代

の
文
献

で
賀

は
早
く
よ
り
清
音

の
仮

名
と

し
て
も
多
用
さ
れ
、
万
葉
集

で
は
清
音

に
も
濁
音

に
も
あ
て
ら
れ
て

い
る
。

一
般

に
、
清

濁
を
よ
く
書
き
分

け
る
段
階

に
お
い
て
、
同

一
文
字
を
清

音
に
も
濁
音

に
も
か
ま
わ
ず
両

用
さ
せ

る
こ
と

は
例
外
的
な
も

の
と
す

べ
き

な
の
で
あ
る
が
、
極

め
て
清

濁
を
よ
く
書

き
分

け
て
い
る
古
事
記

の
歌
謡
に
お
い
て
も
、
賀
を

ヵ
に
あ
て
る
異

例
は

(古

事
記

で
賀
は
濁
音
仮
名

に
専
用
さ
れ
て
い
る
)
他

の
い
か
な
る
音

表
記
の
場
合

よ
り
も
、
そ

の
異
例

の
数

が
多

い
の
で
あ

っ
て
、
万

葉
集

な
ど

で
は
当
然

の
こ



と
と
も
考

え
ら
れ
る
。

そ
う
す
る

と
、
異
例

の
極

め
て
少

い
カ
、
ガ

の
書
き
分

け

の
事
実
と
は
、
ま
る
で
う
ら

は
ら

な
表
記
が
行
わ
れ

て
い
る

こ

と

に

な

ろ

う
。
し
か

し
逆

に
、
こ
の
よ
う

に
文
字

に
よ

っ
て
清
濁
意
識

の
動
揺
す
る
よ
う

な
例
は
、
か
え

っ
て
、
表
記
者

の
意
識
な
り

態
度

な
り

を
明
示
す
る
可
能
性
も

有

し
て

い
る
こ
と
に
な
る
。

万
葉
集

に
お
け
る
賀

の
用
例
を
整
理
す
る
と
次

の
よ
う
な
結
果

が
あ
ら
わ
れ

る
。

イ

巻
五

で
は
、
九
〇
四
後
人
追
加

の
可
賀
利
毛

神
乃
末
爾

麻
余
等

の
例

を
除

い
て
、
清
音

に
用

い
る

こ
と
な
く
、
濁
音

に
あ
て
て

い
る
。

ロ

巻
十
四

で
は
、
清
音

に
も
濁
音

に
も

あ
て
て

い
る
よ
う

で
あ
る
が
、

そ
の
用
例
の
分
布

は
或
種

の
偏
筒
を
示
し
て

い
る
。
即
ち
、
巻
十
四
は

こ
の
巻
特
有

の
仮
名

と
し
て
抱

、
西

、
斯

を
使
用
す

る

一
群

の
歌
を
含

む
が
、

こ
れ
が
同

一
表
記
者

に
よ

っ
て
書
か
れ
た
形
跡
を
示
し
て

い
る

(
4
)

こ
と
は
、
す

で
に
福
田
良
輔
先
生

の
御
指
摘

に
な
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

し
か

し
て
、
賀
を
濁
音

に
あ
て
る
例
は
、
そ
れ
ら

の
特
有

な
仮
名
文
字

を
含
む
歌

に
重
な
り

合
う
か
、
ま
た

は
隣
接

す
る
場

合
が
多

い
。

(
三

四
五
三
、
三
四
六
九
、
三
四
七
三
、
三
四
八
三
、
三
五
五
二
　
重
な
る

も

の
、
三
四
六
八
奉
　三
四
六
九
、
三
五
四

一
　
三
五
四
三
、
三
四
七
六

　
三
四
七
八
　

三
四
七
九
、
三
五
四
六
　

三
五
四
九
)

賀

を
清

音
に

あ
て
た
例

は
、
国
名

の
明

か
な
国

で
は
相
模
、
下
総
、
上
野

の
歌
に
見

え
る
が
、
相
模

、
下
総

は
濁
音

に
あ
て
て
い
な

い
。
国
名
不

明

の
歌
で

清
音

に
あ

て
た
も

の
は
三
四
四

二
、
三

五

一
八

(
語
義

に
不
明
な
点

が

あ

る
)

の
二
例
で
、
確
実

に
両
用
し

て
い
る
の
は
上
野

の
歌
だ
け

で
あ

る
。

こ
れ

に
よ
る
と
、
多

元
的

な
成

立
が
当
然

予
想
さ
れ

る

こ

の

巻

で
、
賀
を
恣
意
的

に
両
用
し
て

い
る
と
言

う

こ
と
は
で
き
な

い
。

ハ

巻
十
五

で
は
、
前

半

の
み
使
用

し
、
清
音

に
の
み
あ
て
て
、
両

用
す

る

こ
と
は
な

い
。

ニ

巻
十
七
よ
り
巻
廿

ま
で
に

つ
い
て
、
家
持

は
お
お
む
ね
清

音

に
あ
て

て

い
る
(
異
例

は
四
〇

一
一
、
四
〇
三

一
?
、
四
〇
七
八
)
が
、
池

主
は

濁
音

に
の
み
あ
て
て

い
る
。
そ

の
他

の
作
家
の
例
は
四
〇

五
七
、

四
四

三
七
の
二
例
だ
け

で
あ
る
。
防

人
歌

で
は
、
用
例
が
少

い
が
、

一
国

の

歌

で
両
用

す
る
も

の
は
な

い
。

ホ

田
辺
福
麻
呂
歌
集

の
歌
は
ガ

に
我
を
用

い
る

こ
と
な
く
賀

を
の
み
使

用

し
て
い
る
。
ま
た
賀

を
清
音

に
あ
て
た
も

の
は
な
い
。

へ

巻

一
、

二
、

三
、

四
、

六

(
ホ
を
除
く
)

で
は
、
地
名

の

シ
ガ
、
三

二
四
都
賀
乃
樹

の
例

を
除
く
と
、
す

べ
て
清
音
相
当
の
と

こ

ろ

に

あ

て
、
両
用
し

て
い
な

い
。

ト

巻
十
、
十

二
、
十
六
は
清
音

に
の
み
あ
て
、
巻
八
、
十
三
、

は
濁
音

に
の
み
あ
て
る
。
巻

七
、
十

一
は
両
方

の
例
が
見

え
る
が
、
隣
り
合

っ

て

い
な

い
。
確
実

に
両
用

し
た

の
は
巻
九

の
高
橋
虫
麻
呂
歌
集

に
み
え

る
も

の
が
あ
る
。

以
上
の
結
果

よ
り
見
る
に
、
少
数

の
例
外

は
勿
論

あ
る
が
、
賀

を

カ
、
ガ
の

両
音

に
あ
て
る
こ
と
は
、
同

一
グ

ル
ー
プ

の
歌

で
は
稀

で
あ

っ
た

よ

う

で

あ

(5

)

る
。
中

国
に
お

い
て
早
く
よ
り
無
声
化
し

て
い
た
と
も

い
わ
れ
、
字
音

の
上

か

ら
も
清
濁
両
用

の
可
能
性

を
有
し

て
い
る
賀
が
、
同

一
入

に
よ

っ
て
恣
意
的

に

両

用
さ
れ
て
は

い
な

い
と

い
う
事
実

は
、
清
濁
を
よ
く
書
き
分
け
て

い
る
段
階

で
は
、
表
記
者

の
清
濁
表
記
意
識

が
そ

の
表
記

の
上

に
実
際

に
十
分
反
映
さ
れ



る

こ
と
を
端
的

に
示
す
も

の
に
他
な
ら
な
い
と
思

わ
れ
る
。
同
様

の
事
実
は
、書

紀

の
歌

謡
に
用

い
ら
れ
た
清
濁
音

の
交
字

に

つ
い
て
も
言

え
る
。
原

則
的

め
、
書
紀

の
歌
謡

で
は
、
ダ
、

ナ
行
、

バ
、

マ
行

の
音

に
清
濁
音

の
文
宇

を
恣
意
的

に
両
用
す
る

こ
と
は
、
巻
別
、
歌
別

に
み
る
と
、
行

っ
て

い
な

い
こ
と
が
わ

か
る

の
で
あ
る
。
し
か
も
、
両

用
し
て

い
る
巻

の
歌

に
は
、

書
紀

に
お
け
る
清
濁
書
き
分
け

の
異
例
が
集
中
す
る
と

い
う
現
象
が
み
ら

れ
る

(今
は

力
行

に

つ
い
て
の
み
触
れ
て

い
る

の
で
、

こ
こ
で
は
詳

細
な

報
告

は
省
略
す
る

)
。

こ
れ
ら

の
事
実
は
、
十
分

に
清
濁
を
書

き
分
け

る

場
合

の
表
記
者

の
意
識

を
如
実

に
示
す
も

の
で
あ
ろ
う
。

と

こ
ろ
が
、
同
じ
力
行
音

で
も

、
キ
印
、

ギ
甲

の
書
き
分

け
は
か
な
り
異

な

っ
た
様
相

を
示

し
て
い
る
。
古
事

記
の
歌
謡
、
書
紀

の
歌
謡

で
十
分

に
書

き
分

け
て

い
る
も

の
が
あ
る

の
に
対

し
て
、
万
葉

集

の
巻
五

(
九
〇

四
を
除
く
)
巻

十
六
は
ギ
甲

の
た
め

の
専
用

の
仮

名
を
使
用
し
な

い
。
ガ
行

の
他

の
音

に
濁
音

仮

名
を
有

し
て
い
る
大
宝

二
年
戸
籍
帳
、
養
老
五
年
戸
籍
帳

に
も
ギ
甲
の
専
用

仮
名

は
な
い
(祇

が

一
部
見

え
て
は

い
る
)
。
大
日
本
古
文
書
に
散
見
す

る
仮
名

書
き

の
普

通
名
詞

を
、
天
平

宝
字
末
年
ま

で
集

め
て
み
る

に
、
ガ
行
音

で
は
、

都

我
不
、
売
我
、
女

我
、
阿

具
良

、
加

具
伎
、
比
宜
、
比
佐
宜
、

於

期

の

如

く

、
量

は
少

い
が
字
種
が
見
え
る

の
に
対
し
、
ギ
甲
の
た

め
の
専
用

の
仮
名
は

別

に
用

い
ら

れ
て
は
い
な

い
。

万
葉

集

に
お
け
る
キ
甲
、
ギ
甲

の
書

き
分

け
を
整
理
す

る
と
、
次

の
表

に
略

示

で
き

る

。

池
主
を
別

に
し
た

の
は
彼

の
歌

に
異
例
が
あ
る
か
ら
で
、

こ
れ
を
巻
毎

に
繰
り

入
れ
て
も
結
果

は
さ
し
て
変
ら
な

い
。
さ

て
、

こ
の
表

で
ま
ず

全
体
的

に
み
る

と
、

古
事

記
の
歌
謡
訓
註

で
、
濁
音
相
当

の
と

こ
ろ
に
清
音

の
仮
名

を
あ
て
た

異

例
の
、
濁
音
節

の
総
頻
度

に
対
す

る
割
合
が
、
ゾ
乙

べ
甲
乙
ボ

を

除

く

と

(
書
紀

と
の
比
較

の
た
め
)
、

一
、
三

パ
ー
セ
ン
ト
、
書
紀

の
歌
謡
訓
註

の
ぞ

(
7

)

れ
は
七
、
五

パ
ー

セ
ン
ト
程
度

で
あ
る
の
に
対
し
、
万

葉
集
の
キ
甲
、
ギ
甲

の

そ
れ
は
か
な
り
高

い
異
例
率

を
示
し
て

い
る

こ
と

に
な
る
。
し
か

し
、
各
巻

に

分
類
す
れ

ば
、
よ
く
書
き
分
け
る
巻
と
然
ら
ぎ
る
巻
の
相
違
が

は

っ
き
り
し
て

い
る

。
少
数

の
異
例
を
含

む
家
持

の
例

に
は
、

「
…
宇
加
波
多
知
可
由
吉
加
久

遊
岐
…
…
於
伎
徹
許
芸
辺
爾
己
伎
見

礼
婆

…
…

(
十
七
、
三
九
九

一
)
ヒ『
…
…

宇
美
乃
古
能
伊
也
都
芸
都
岐
企
…
…

(
二
〇
、
四
四
六
五
)
」

の
如
く
変
字
法

を
用

い
て
表

記
し
た
も

の
が
含
ま
れ
て

い
る
。

こ
の
場

合
は
文
字

の
も

つ
視
覚

的
な
効
果
を
ね
ら

っ
た
意
図
が
明

か
で
あ
る
か
ら
厳

密

に
は
異
例
と
は
で
き

な

い
。
そ
う
す
る
と
、
家
持

は
よ
く
書

き
分

け
て
い
る
と
し
て
良

い
。



巻
十
四
は
多
く

の
異

例
を
含
む
よ
う

に
も
見

え
る
が
、
賀

の
項

で

触

れ

た

抱
、
西
、
斯

を
含

む

一
群

の
歌

で
、

ギ
甲

の
た
め
の
専
用

の
仮

名
は
使
用
さ
れ

ず

、
そ

の
異

例
も
、
抱
、
西
、
斯

の
仮
名
を
含
む
歌

に
重

な
り
合
う
か
、

隣
り

合

う
場
合

が
多

い

(
三

四
五
三
、
三
五
三
九
昌
重

な
る
。
三
四
四
九
　

三
四
五

〇
、

三
四
八

四
　
三

四
八

五
　
三
四
八
六
、
三
五

一
九
　

三
五

二
〇

)
。
国
名

の
明

か
な
歌

で
は
、
清
濁

の
決
定
が

で
き
な

い
三
三
七

二
余
呂

伎
、

三
四
〇
七

麻

伎
良
波

之

の
例

を
除

く
と
、
異
例

は
皆
無

で
あ
る
。
国
名
不

明

の
歌

で
は
、

ギ
甲

の
仮
名

を
使
用
し
た
歌

で
、
抱
、
西
、
斯

の
仮

名
を
含
む
歌

に
隣
接
す

る

も

の
は
な

い
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
巻
十
四

の
キ
甲
、
ギ
甲

の
書

き
分

け
は
、
よ

く
書
き
分
け

る
部
分
と
然
ら
ぎ
る
部
分

の
二
つ
に
裁

然
と
分

け
る

こ
と
が
可
能

な

よ
う

で
あ
る
。
し
か
し
て
、
そ

の
因
は
、
賀

の
使
用
も
含
め
て
、
特
異

な

一

群

の
表
記
例
を
示
し
て

い
る
表
記
者

が
、
他

の
部
分

の
表
記
者
と
異
な

っ
て
い

た

こ
と
の
反
映

で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。

次

に
、
異

例
と
し
て

一
括

し
た
用
例
を
字
種
毎

に
区
別
し
て
示
す
と
、
次

の

如
く

で
あ
る
。

吉
　

多
吉

(清

音
的
表

記
と
す

る
説

も
あ
る

。
古
典
文
字
大

系

万

葉

集

二
　
四
四
六

ペ
)

枳
　

許
枳

企
　

多
企
都
瀬

、
和

企
弊

岐
　

都
岐

伎
　
可
伎
利
、
許
伎
、
己
伎
、
多

伎
、
都

伎
、
都

奈
伎
、都
流

伎
、
奈
伎
、

難
伎
、
名
伎
、
奈
伎
左
、
奈
伎
佐
、
爾
伎
利
、
波
伎
、
保
等
登
伎
須
、

保
登
等
伎
須
、
牟
伎
、
和

伎
覇
、
和
伎
母

(
七
)
和
伎

毛

(
十

二
)

こ
れ
に
よ
る
と
、
伎

へ
の
異
例

の
集
中

が
著

し
い
。
書
紀
神
代
上

の

訓

註

で

(
8
)

は
伎
を

ギ
甲
と
し
て
専
用
し
て

い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
万
葉
集

で
も
、
伎

を
清

濁
両
用

の
仮
名
と
す
る
説
が
あ
る
所
以
で
あ
る
。
ま
た
、

ワ
ギ
モ

(
へ
)

の
例

が
多
く
、
巻
十
五

で
は
異
例

の
殆
ど
大
部
分
を
占

め
る
。
家
持

に
も
異
例
が
あ

る
。
古
事

記
の
歌
謡

に
も
和
肢
幣

(
三
三
、
景
行

)
の
例
が
あ
り
、
音
と
の
関

係
は
と
も
か
く
と
し
て
、
固
定
的

な
字
面
が
使
用
さ
れ
て

い
る

こ
と
は
疑

い
な

い
。
そ
の
理
由

は
未

だ
不

明
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
慣
用
的

な
固
定

し
た
表

記
と

し

て
、
表
音
表
記

の
厳
密
な
表
記
か
ら
区
別
で
き
る
と
す

る
と
、
巻
十
五
は
キ

甲
、

ギ
甲
を
よ
く
書
き
分
け

て
い
る
こ
と

に
な
る

(
但
し
三
七
〇

一
和
芸

毛
故

の
例

あ
り
)
。

以
上

の
整
理
に
よ

っ
て
、

キ
甲
、

ギ
甲

の
書
き
分
け

に
つ
い
て
の
問
題
は
、

①
表
記
者

に
よ

っ
て
は
ギ
甲

の
た

め
の
仮

名
を
用

い
る
こ
と
を
し

な
い
も

の
が

い
る
。
②
伎
を
濁
音

に
あ
て
る
慣
習
的

な
表

記
態
度

が
、
意
識
的
ま
た
は
無

意

識
的

に
で
き
て

い
た
。

こ
の
一
.点

に
絞
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
は
力
行

の
他

の
音

の

場
合
と
は
異

な

っ
た
現

象
で
あ
る
。
し
か
し

て
、
よ
く
書
き
分

け
る
文

献
が

一

方

に
存
す

る
か
ら

に
は
、
キ
甲
と

ギ
甲

の
音

が
曖
昧

で
あ

っ
た
た

め
と
は
考
え

ら
れ
な

い
か
ら
、
そ
の
背
後

に
、
仮
名
交
字

の
用
法

の
上

の
性
格

に
、
他

の
文

字
と
異
な

っ
た
点
が
あ
る

の
で
は
な

い
か
と
予
想

さ
れ
る
。

上
代

の
字

音
仮

名

の
う
ち
、
イ
列
音

で
甲

乙
の
対
立

の
あ
る
も

の

の
仮

名

は
、
芸

(蟹
摂
)
吉
賓
嬢

必
民

(頚
摂
)

な
ど
を
除
く
と
、
す

べ
て
止

摂

に
属

す
る
文
字

が
使

用
さ
れ
て

い
る
。
止
摂

の
諸
韻

は
中
古
音

で
重
紐
を
持

つ
が
、

広
韻

の
重
紐

の
三
、
四
等

の
各

々
と
、
上
代
特
殊
仮
名
遣

い
、
上
古
音
と

の
関

係
は
頼
惟
勤
氏

に
よ

れ
ば
、
原
則
的

に
は
、

④
上
古
主
母
音

e
、
中
古
四
等
、
日
本
甲
系

②
上
古
主
母
音
　

、
中
古
三
等
、
日
本

乙
系



(
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右

の

如

く

示

さ

れ
る

と
い
う
。
と

こ
ろ
が
、
切
韻
系
韻
書

で
は
、
止
摂

の
疑

母

の
声
母

の
文
字

は
す

べ
て
三
等
字

で
あ

っ
て
、
四
等
は
疑
母
の
声
母

を
欠

い

て
い
る
。
上
古
音

に
つ
い
て
は
、
仮

に
董

同
懸

氏

の
上
古
音
酌
表
稿

の
中
か
ら

探
す
と
す
る
と
、
日
本
甲
系
に
対

応
す
る
疑

母

の
声

母
を
も

っ
止

摂

の

文

字

は
、
敲
、
敬

く
ら

い
の
も

の
で
あ
ろ
う
か
。

一
方
、
上
代

の
ガ
行
音

の
頭
子
音

に
鼻
音
的
要
素
が
想
定
さ
れ
る

こ
と
は
周
知
の

こ
と
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
音

を
も

つ
音

節
を
文
字
化

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
疑
母

の
文
字
が
最
も
適
当
で
あ

っ
た

ろ
う

こ
と
は
想
像

す
る

に
難

く
な
い
。
ま
た
事

実
多

用
さ
れ
て
も

い
る
の

で
あ
る
。
そ
う
す

る
と
、
早
く
よ
り
群
母

の
文
字

(伎
岐
祁
巨
奇
看
妓
忌
)
を

清
音

の
仮

名
と
し
て
も
用

い
た
上
代
人

は
、
彼
等

の
ガ
行
音
、

ギ
甲
を
文
字
化

す

る
際
に
、
最
も
適
切

で
あ
る
止
摂

の
文
字
群

に
、
そ

の
専
用
仮
名
を
得
る

こ

と
が
で
き

な
か

っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
止
摂
群
母
四
等
字

の
祇
が

一
部

の
人

に
の
み
便
用
さ
れ
、
常
川
仮
名
と
し

て
、
六
朝

初
期

に
同
用
さ
れ
て

い
た
蟹
摂

疑
母
四
等
宇

の
芸
が

お
そ
く
ま

で
唯

一
の
専
用
仮
名

と
し

て
使
用

さ

れ

た

の

は
、
そ

の
よ
う

な
文
字

の
背
後

に
あ
る
字
音

の
性
質

と
我
国

の
ギ
甲
の
音

の
間

の
関
係
が
投
影
さ
れ
て

の
こ
と

で
な
か

っ
た

ろ
う

か
。
仮

に
そ
う
で
あ
る
と
す

る
と
、
簡
易
な
文
字
を
多
用
し
て
ゆ
く
段
階

や
、
清
濁
を
必
ず

し
も
十
分

に
は

書
き
分
け

な
い
段
階

で
、

ギ
甲

の
専
用
仮
名
が
、
仮
名
字
彙

の
中

で
欠
け

て
い

た
こ
と
も
あ
り

得
る
と
考

え
ら
れ
る
。
ギ
甲

の
専
用
字

を
欠
く
文
献

の
表
記
は

そ

の
反
映
と
も
見
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

書
紀
天
智
八
年
、
天

武
四
年
に
耽

羅
王
子
久
麻
伎
と
あ
る
例

は
、
ま
た
久
麻

芸

(
天
武

二
年
)
と
も
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
外
国
人
名

の
表
記

で
、
歌
謡

の
表
音
表
記
と
は
意
味
が
異
な
る
が
、
や
は
り
、
芸

に
伎
を
通
用

す
る
当
時

の

一
般
的
な
傾
向

の
反
映

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
て
、
こ
の
よ
う

に
、
同
声
母

の
文

字

で
あ
る
岐

と
伎
を
、
時

に
は
清
濁

で
使

い
わ
け
、
ま
た
伎

を
の
み
濁
音

に
あ

て
る
理
由

は
、

し
か
し
依
然

と
し
て
不
明

で
あ
る
。

ク
、
グ
の
書
き
分

け
に

つ
い
て
は
、
書
き
分
け
そ
れ
自
体

に
は
さ
し
て
問

題

は
な
い
。

記
紀

は
よ
く
書
き
分
け
、
万
葉
集
も
、
若
干

の
語

に
清

濁
に
関

し
て

説

の
分
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
大
勢
と
し

て
は
よ
く
書
き
分

け
て

い
る
。

こ
こ

で
取
上
げ
る

の
は
用
字

に

つ
い
て
で
あ
る
。

上
代

の
文

献
を
通
し
て
、
グ
の
仮

名
に
は
具
が
も

っ
ぱ
ら
専
用
さ
れ
て
い
る

が
、

す
で
に
説

か
れ
る
如
く
、
そ

の
淵
源

に
漢
訳
仏
典
が
想
定
さ
れ
る
と
す
れ

ば
、
他

に
疑
母

の
仮
名

が
多
用
さ
れ
な

い
の
も
理
由

の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
周

(
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法
高
氏
に
よ
る
と
、
唐
以
前

の
漢
訳
仏
典

で
、
梵
文

の
０
開
尾
字

に
あ
て
ら
れ

た
文
字

の
う
ち
、
喉
牙

音
に
属
す

る
も

の
は
、
侯
韻
　

匝
母
、
尤
韻
　

暁
母

の

み
、

u
・u
開

尾
字

に
あ
て
ら
れ
た
も

の
で
は
、
侯
韻
　

匝
母
、
尤
韻
　
克

漢
群

母
、
虞
韻
　

見
母

の
み
で
疑
母

の
文
字

を
見
な

い
。
し
た
が

っ
て
、
鳩
摩
羅
什

や
閨

那
蠣
多

な
ど

の
訳
経

で
多
用
さ
れ
て

い
る
具

が
、
旱

く
よ
り
我
国

で
も
固

定
的

に
使
用
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
上
代

の

一
部
の
文

献

で
は

グ
の
仮

名
と
し
て
、
疑

母
の
吾

が
早
く

か
ら
使
用
さ
れ
て

い
る

の
で
あ

る
。吾

は

一
般

に
ゴ
甲

と
し
て
説

か
れ
て
い
る

が
、

こ
れ
が
、書
紀

を
除

い
て
、
グ

(
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の
仮
名

で
あ
る

こ
と
を
大
野

透
氏

は
指
摘

さ
れ
た
。
用
例
を
あ
げ
る
と
、

イ

筑
前
国
大
宝

二
年
戸
籍
帳

(
大

日
本

吉
文
書

一
巻
)



ト
部
苛

吾
良
売

(
九
七

ぺ
)
建
部
奈
吾

佐
売

(
一
一
〇

ぺ
)

物
部
久
吾

志

(
一
一
六

ぺ
)
肥

君
寄

吾
漏
売

(
二
二
五
ぺ
)

ロ

天
平

十

一
年
出
雲
国
大

税
賑
給
歴
名
帳

(
大
日
本
古
文
書
、

二
巻
)

問
人
臣
奈
吾

夜
売

(
二
〇

四

ぺ
)
山
部
直

掌
奈

吾

(
二
〇
九

ぺ
)

若
倭
部
多
吾

美
女

(
二

一
七

ぺ
)
日
置
部
奈
吾
夜
売

(
二
二
九
ぺ
)

稲
置

部
奈
吾
夜
売

(
二
四
六

ぺ
)

ハ

こ
す
げ

ろ
の
浦

ふ
く

風
の
あ
ど
す

す
か
か
な
し
け
子

ろ
を
思
ひ
須
吾

左

牟

(
万
葉

一
西
、
三
五
六
四
)

ニ

布
吾
弥
社

(
出
雲
風
土

記
、
意
宇

郡
)

以
上

の
例

に
対

し
て
、
奈
久

佐
売

(
大
日
本

古
文
書

一
ノ

一
四
ぺ
)
久

ζ
志

（
同

一
ノ
三
四
ぺ
)
語
都
奈
久
矢
女

(
同

ニ
ノ
ニ
〇
七
ぺ
)
伊
福
部
奈
具
夜
女

(
同

ニ
ノ
ニ
三
〇

へ
)
詞
具
漏
比

売

(
景
行

記
)
迦
具

漏
比
売

(
景
行
、
応
神

記

)
の
例

が
対
比
さ
れ

る
か
ら
、
右

の
正
倉
院
文
書

に
お
け
る
吾
は

ク
の
仮
名

で
あ

る
こ
と
は
疑

い
な

い
。
出
雲
国
大
税

賑
給
歴

名
帳

の
例

に
よ
れ
ば
、
出
雲

風
土
記

の
例
も

ク
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
万
葉
集

の
例
は
、
今

日

ス
々
サ

ム

と
読
む
説

を
見

な

い
が
、
集
中

ス
ゴ

ス
の
仮

名
書
き
の
例

は
他

に
な

い
。
も

っ

と

も
、
中

央
語

の
占
列
音
が

オ
列
音

に
交
替
し
た
形

で
あ
ら
わ

れ
る
の
は
、
東

国
語

の
顕
著

な
特
色

の

一
つ
で
あ
る
か
ら
、

ス
グ
サ

ム
と
断
言
す
る

こ
と
は
で

き
な

い
が
、
可

能
性

は
あ
る
で
あ
ろ
う

。

大
野
透
氏

の
御
指
摘

に
も
あ
る
よ
う
に
、
吾

を
グ
に
用

い
る

の
は
字

音
仮

名

の
例
と

し
て
は
例

外
的
な
も
の
で
あ
る
。
模
韻
喉
牙
音

の
文
字

で
、
苦
を
除

い

て
、
他

に
ウ
列

音

に
仮

名
と
し
て
使
用
す

る
文
字

の
例
が
な

い
。
模
韻

の
韻
形

に
つ
い
て
は
、
内
外

の
学
者

で
論
議
が
わ
か
れ
、
且

つ
上

代
オ
列
印
類

の
音
価

推
定

の
問
題

も
絡

ん
で
、
素

人
に
よ
る
軽

々
し
い
判
断
を
許

さ
な
い
も

の
が
あ

る
が
、
合

口
説

に
よ
れ

は
説
明

が
不
可
能

で
は
な

い
。
開
口
説
の
場
合

で
も
、

戸
12
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そ

の
音
声
的
性
質

を
℃

・
　
の
中
間
的
な
円
唇
音
と
す

る
藤
堂
明
保
氏

の
お
説

に
よ
れ
ば
、
時

に
模
韻
喉
牙
音

の
交
字
が
ク

の
仮
名
と
し
て
用

い
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
得
る

こ
と

で
あ
る
。
国
語
音
韻
史

の
立
場

か
ら
発

百
さ
れ
る
大
野
晋
氏

(13
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の
お
説

に
よ
る
と
、
模
韻

の
切
韻

音
は
0
で
あ
り
、

我
国

の
字
音
仮
名

で
、
模

韻

の
字

が
ウ
列
音

に
用

い
ら

れ
る
も

の
は
唇
音
舌
音

半
舌
音

に
集
中

し
て
い
る

が
、
唇
音
の
場
合
は
紐

の
合
唇
性

の
た
め

で
あ
り
、
舌
音

の
場
合

は
、
最
も
適

当
な
韻
形
を
も

つ
虞
韻
、

尤
韻
は
三
等

韻
で
頭

子
音
が
口
蓋
化

し

て

い

た

の

で
、
韻

の
相
違
よ
り
も
紐

の

一
致

の
必
要
性
か
ら

一
等
韻

の
模
韻

の
文
字

を
ウ

列
音

に
も
用

い
た

の
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
し
か
し

一
方

で
は
、
氏

は

「
虞
韻

の
合

口
性
は

六
朝

、
唐
及
び
そ
れ
以
後

を
通

じ
て

一
貫

し
て
変
化
が

な
い
」

と

(
14

)

も
述

べ
て
お
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
早

く
よ
り

同
用
さ

れ
た
模
韻
と
虞
韻

と

の
関
係
は
、

大
野
氏

に
よ
れ
ば

ど
の
よ
う

に
説
明
さ
れ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

の
点

の
す

っ
き
り
し
た
解
釈
が
示
さ
れ
な
く
て
は
模

韻
合

口
説

の
批
判

に
は
な

ら

な

い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
吾

が
グ
と

し
て
用

い
ら
れ
て

い
る
の
は
、

氏

の
説

に
都
合

の
悪

い
例

で
あ
る
。

国
語

の
グ
を
文
字
化
す
る

に
あ
た

っ
て
、
そ

の
音
声
的

な
特
徴

を
主
と
す
る

な
ら
、
群
母

の
具

よ
り

も
、
疑
母

の
吾

の
方

が
仮

名
と
し
て
は
適
切

で
あ

っ
た

ろ
う
こ
と
は
言

を
侯

た
な
い
。
し

か
し
、
そ

の
実

質
的
な
字
義

に
よ

っ
て
多

用

さ
れ
る
交
字

が
、
漢
文

を
基
調
と
す
る
表
現
形
式

の
も
と
で
、
字
音
仮

名
と
し

て
、
や
が

て
淘
汰

さ
れ
て
い

っ
た

の
は
言
わ
ば
必
然
的
な

趨

勢

で

あ

っ
た
。

ガ
行

の
他

の
音

の
場
合
と
異

な
り
、
グ

に
は
群
母

の
具
が
も

っ
ぱ

ら
多

用
さ
れ

る
よ
う

に
な
る
そ

の
過
程

に
、
我

々
は
字
音
仮

名
の
も

つ
性
格

の

一
面

を
端
的

に
窺
う

こ
と
が
で
き
る
。



(
ゴ
乙

に
も
群
母
の
其
、
碁
、
期
な
ど
が
多

用
さ
れ
る
が
、

そ
の
場
合

は
、

同

韻
の
疑

母

の
文
字

は
ギ
乙
と
し
て
用

い
ら

れ
て
い
る
か
ら
同

一
に
論
ず

る
こ

と
は

で
き

な
い
)

上
代

の
文

献
で

工
列
音

の
ヶ
乙
、

ゲ
乙
、

テ
、
デ
、

へ
、

べ
な
ど

の
清

濁
書

き
分

け
は
、
他

の
い
ず

れ
の
音

の
そ
れ
よ
り
も
異
例
が
多
く
、
万
葉
集
で
ヶ
乙
、

デ
乙
、

ズ、
乙
.

べ
乙
な
ど

の
書
き
分

け
を
殆
ど
行

っ
て

い
な

い
こ
と
は
周

知
の

こ
と
で
あ
る

、
そ
の
理
由

の
十
分

な
る
解
明
は
極

め
て
困
難
な

こ
と

に
属
す

と

思

わ
れ
る
が
、
今
、

ヶ
乙
、

デ
乙
の
場
合

に
つ
い
て
の
み
限
定
し

て

考

え

る

と

、
記
紀

で
よ
く
書
き
分
け

、
上
宮
記

、
法
王
帝
説

な
ど

か
ら
仏
足
石
歌

に
至

る
ま

で
、
多
少

な
り
と
も
そ

の
事
例
を
見
る

こ
と
が

で
き
る
の
に
、
万
葉
集

で

は
、
憶
良
、
家
持

な
ど
数
人

の
歌

に
の
み
そ
の
例
を
見
る
だ
け
で
、
他

は
ま
っ

た
く
書
き
分
け

る
こ
と
を
し

て
い
な

い
の
は
、
や
は
り
、
そ

の
用
宇

と
の
関
係

が
あ

る
か
ら

で
あ

ろ
う
。

す
で

に
指

摘
さ
れ
て
い
る
如
く
、
宜

、
義

の
文

字
は
早
く
は

ゲ

乙

と

し

て

(
更

に
早
く
は
ガ
と
し
て
。
義

を
ガ
と
し
て
用

い
た
形
跡

か
と
思

わ

れ

る

例

に
は
、
出
雲

国
風
土
記
、
大
原
郡

の
須
義
禰
命

の
例
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
本
文

同
条

の
須
我
小
川

に
関
す

る
神

で
あ
る
)
用

い
ら
れ

た
が
、
万

葉
集
で
は
ギ
乙

と
し
て
も
川
い
ら
れ
て
い
る
。
他

の
文
献

に
そ
の
例
を
見

る
に
、
大
日
本
古
文

書
中

の
天
平
六
年
造
仏
所
作
物
帳
、
同
断
簡

?
に
、

比

佐
宜
染

(
一
ノ
五
五
四
ぺ
)
比
佐
宜
葉

(廿

四

ノ
ニ
五

ぺ
)

右

の
如
き
例
が
あ

る
。

こ
れ

に
よ
る
と
、
慣
習
的
な
用
字

を
墨
守

し
て
ゆ
く
文

書

の
記
録
者

の
傾
向

か
ら
予
想

し
て
、
す

べ
て
に
相

当
早

い
時
期

に
お
い
て
、宜

は

ギ
乙
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
た

で
あ

ろ
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

複
雑

で
、
か
な
り
広

い
幅

を
も

っ
て
い
る
字
音
仮
名

の
体
系

に
お
い
て
も
、

濁
音
仮
名

の
字
種

は
数
種
を
出
る

こ
と
ば
な
か

っ
た
。
そ
の
濁
音
仮
名
が
、
中

国

の
字
音

の
変
化

に
随

っ
て
他
の
仮
名

に
転
用
ざ
れ
た
場
合
、
そ

の
仮

名
の
替

り

の
新
し

い
文

字
が
、
彼
等

の
仮
名
字
彙

の
中

に
容
易

に
補
墳

せ
ら
れ
得

な
か

っ
た

こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
新
字
種

の
文
字
を
自
由

に
駆
使

し
た
書

紀

の
場
合

は
別

と
し
て
、
他

の
文
献

で
は
、
万

葉
巻
十
五
で
畷

が
若
干
例

用

い
ら
れ

(
大

野
透

氏

に
よ
れ
ば
こ
れ

は
義
字
的
用
法

で
あ
る
が
)
、
八
十
巻
華
厳
経
音
義
私

記

で
新
し
く
偶
が
用

い
ら
れ
て

い
る
に
す
ぎ

な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、

ケ
乙
、

ゲ
乙
に
書
き
分
け
な

い
場
合

が
あ
る
の
は
、
常
用
仮
名
文
字

の
体
系

の

う
ち
、
比
較
的
字
種

の
少

い
文

字
が
転
用
、
淘
汰

さ
れ
て
、

や
が

て
は
清

濁
を

書
き
分
け
な

い
奈
良

後
期
以
降

の
簡
易
な
用
字
休
系
が

で
き
上

っ
て

ゆ
く
過
程

の
、
言

わ
ば
前
駆
的
な
様
相
を
示
し
て

い
る
も

の
と
し
て
理
解
す
る

こ
と
が
可

能

な
よ
う

に
思

わ
れ
る

の
で
あ
る
。

次

に
用
字

に

っ
い
て
は
、
下

に
触
れ
る
必
要
が

あ
る
。

古
事
記
巻
初

「
久
羅
下

那
州
多
陀
用
弊
流
之
時
」

の
下
は
他
の
文

献
に
所
見

の
な

い
仮
名
で
、
有

坂
秀
世
博
士
は
、

下

の
宇
を
假
名
と
し
て
用
ゐ
た
例

は
、

こ

ゝ
以
外

に
は

(
他
書
で
も

)
何

庭

に
も
見
當
ら
ず

、
又

ク
ラ
ゲ

(
水
母
)
と

い
ふ
語
の
萬
葉
假
名
書

き
に
な

っ
た
例
も

こ
こ
以
外

に
は

一
つ
も
無

い
。
今
、
下

の
字
を
ゲ

の
甲
類

の
假
名

と
認
め
た
の
は
、
そ

の
原
音

(第

二
十
九
転
匝
母

二
等

)
の
方
面

か
ら

の
推

定
で
あ
る
。

(15
)

と

述

べ

ら
れ
、

一
般

に
、

印
類

の
仮
名

と
し
て
説
か
れ
て

い
る

の

で

あ

る



が
、
正
倉
院
文
書
で
は
下
、
義

、
宜

が
相
通

じ
て
用

い
ら
れ
て

い
る
。
用
例
を

あ
げ

る
と
、

イ

御

野
国
大
宝

二
年
戸
籍
帳

(
大
日
本

古
文

書

一
巻
)

ム
下
都
三
野
売

(
、
一五

ぺ
)
牟
下
津

マ
安
倍

(
五
七

ぺ
)

牟
下
津
大
古
売

(
六
〇

ぺ
)
牟
下
部
功

子
売

(
六
〇

ぺ
)

牟
下
津

百
刀
自
女

(
六

二
ぺ
)
牟
下
部
足
奈
売

(
六
二

ぺ
)

牟
下
津

川
嶋
売

(
六
三
ぺ
)
牟
下
津
族
刀
自
売

(
六
五
ぺ
)

牟
下
津
部
麻
呂

(
六
五
ぺ
)
牟
下
津
弥
奈
売

(
六
六

ぺ
)

牟
下
津
酒
井
売

(
七
三

ぺ
)
牟
下

津
佐

屋
売

(
八
〇

ぺ
)

ロ

天
平
十

七
年
八
月
類
収
文
書

(
廿
四
巻
)

牟
下
都
否
麻
呂

(三

〇
四

ぺ
)

牟
下
都
土
方

(
同
上
)

ハ

天

平
勝
宝

五
年
丹
裏
古
文
書

(廿

五
巻

)

牟
下
百
国

(
一
四
四

ぺ
)

れ
も
美
濃
国

の
出
身
者

に
よ

っ
て
使
用

さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

麻
韻
喉
牙

音

の
文
字

は
、
他

の
字
音
仮
名
で
は
す

べ
て
甲
類

の
仮
名

と
し
て
使

用
さ
れ
て

い
る

か
ら
、

こ
の
場
合
は
、
宇

音
か
ら

の
説
明

は
困
難

で
あ
る
が
、
用
例

か
ら

帰
納
す
れ
ば
乙
類
と
す
べ
き

で
あ
る
。
然
ら
ば
、
古
事
記
の
例

も
乙
類
で
あ
る

可

能
性

が
極

め
て
強

い
。
ま
た
、
正
倉
院
文
書

で
美
濃
国
出
身

の
も
の
の
み
が

こ
の
文
字
を
使

っ
た
と
す
る
と
、
古
事
記

の
原
資
料
的
な
も

の
の
用
字
と

の
関

係

が
つ
け
ら
れ
な
く
は
な

い
。
も

っ
と
も
潭
然
と
し
た
当
推
量

に
は
止
ま
う
も

の
の
。

さ

て
、

こ
の
下

の
用
宇
も
、
字
義

に
よ

っ
て
多
用

さ
れ
る
文
字

が
、
字

音
仮

名

と
し
て
、
特
殊

な
文

献
に
残
存
す
る
点

で
、
前
述
し
た
吾

の
用
法
と
共

通
す

る
事

象
と
解
す

る
こ
と

が
で
き
る
。
清
濁

に
関
連
す
る
字
音
仮
名

の
消
長

の

一

面

を
具
体
的

に
知

る
好
例

で
あ

ろ
う
。

以
上

の
例

に
対

し
て
、
牟

義

津

目

知
売

(
大

日
本
古
文
書

一
ノ
九
〇

ぺ
)
牟

義
津
須

恵
売

(
同
九
〇

ぺ
)
傘
義
部

多
知
麻
女

(
同
九

二
ぺ
)
牟
義
君
族

ユ

志
売

(
同

九

.一
ぺ
)
武
義

郡

(大
安
寺
縁

起
資
財
帳

ニ
ノ
六
五
九
ぺ
、
美
濃
国

司
解

三

ノ
三
八
九
ぺ
)
武

宜
都
広

麿

(
ニ
ノ
四

一
五
ぺ
)
武

宣
乙
万
呂

(
三

ノ

三
八

〇

ぺ
)
身
毛
丈
夫

(
雄

賂
紀

七
年

)
身
毛
君
広

(天

武
紀

元
年

)
の
例
が

対

比
ざ
れ
る
。

こ

の
通
旧
例

に
っ
い
て
は
、
早
く
、
吉
田
東
伍
博

士
の
大

日
本

地

名

辞

典

(
二
二
〇
三

ぺ
)

に
も
例

示
し
て
あ
る
。

こ
れ
ら
の
用
例
の
示

す
と
こ
ろ
に
よ

る

と
、
国
造
名

の
ム
ゲ
に
は
早
く
か
ら
下
を
使
用
す
る
表
記
が
固

定
し
て

い
た

よ

う
で
、
し

か
も
特
定

の
表
記
者

の
書
癖

で
な
く
、
天
平
勝
宝

の
頃
ま

で
、
そ

カ
行

の
清
濁
表
記

に
つ
い
て
は
、

一
見
、
比
較
的
簡
単

に
処
理

で
き
そ
う

で

あ
る
が
、
そ
の
表
記
と
用
字

と

の
開
係

に
は
種

々
の
要
件

が
絡

ん
で

い
て
、

一

通
り

の
解
釈
を
さ
え
下
し
得

な

い
場
合

が
あ
る
。
し

か
も
従
来

の
字
音
仮
名

の

研
究
は
記
紀
万
葉

の
そ
れ
を
主
と
し
て

い
た
た
め
、

歌
謡

の
表

記
と

い
う
極

め

て
特
殊
な
意
味
、
性
格

を
も

つ
も

の
の
み
が
正
面

に
押
し
出
さ
れ
、
そ
れ
に
よ

っ
て
種

々
の
問
題
を
論
断
す
る
き
ら

い
が
無
く
は

な
か

っ
た
。

し

か

し

な

が

ら
、
正
倉
院
文
書

な
ど
に
見
え
る
用
字

や
表
記
は
、
表
音
表
記
の
他

の

一
面

を

窺
わ
せ
る
に
足
る
。
今
、
ヵ
行

の
清
濁
表
記

に
つ
い
て
老
慮
す
る
際

に
、
そ

の

一



部

に
も
触
れ
た
所

以
で
あ
る
。

々
行

、

ハ
行

の
清
濁
書
き
合

け
に
は
、
更

に
複

雑

な
用
字
と
表
記
意
識
と

の
も

つ
れ
が
看
取
さ
れ
る
が

、
こ
れ
に
っ
い
て
は
別

に
稿

を
改
め
ね

ば
な
ら

な
い
。
今
は
、

ヵ
行

に
限

っ
て
、
清
濁
書
き
分
け

の
際

の
用
字
法

と
字
音

仮
名

の
性
格

に
つ
い
て
、
そ

の

一
端

を
開

か
に
す
る

に
丘

め

た
。
大

方

の
御

批
判
を
仰
ぐ
次
第
で
す
。

(
万
葉

集
に
関

し
て
は

、
防
人
歌

と
、
巻
十
八

の

一
部
　

大
野
晋
氏

の
御

指
摘

に
な

如
補
綴
改
鼠

の
恐
れ
あ
る

二
十
首
　

は
除

い
て
処

理
し
た

)

註
①
亀

井
孝
氏
、
書
評

、
上
代
假
名
遣

の
研
究

言
語
研
究

二
五
号
六
九

ぺ

②
橋
本

四
郎
氏

、

「
こ
と

は
」
と

「
字
音
假
名
」
万
葉

三
〇
号

③
煩
環
を

避
け
て
、
濁
音
行

の
並

記
を
す
べ
て
省
略

し
た
。
以
下
同
じ
で
あ

る
。
又

、
表
題

の
意
味
す
る
所

も
そ
れ

に
等

し

い
。

④

假
名
字
母

よ
り
見
た
る
万
葉
集
巻
十

四
の
成
立
過
程

に
っ
い
て
万
葉

五
号

⑤
　

三

八

三
～

三
八
四

ぺ

⑥

六
七
物
恋
之
伎
企
　

註
釈

の
説

に
従

い
鴫

を
か
け
な
い
。
三
三
七

二
余
呂

伎
、

三
四
〇

七
麻
伎
良
波
之
、

三
八

五
四
武
奈
伎
は
濁
音
か
と
も
思
わ
れ

る
が
決
定
困
難

で
あ
る
か
ら
例

に
入
れ
な
い
。

三
五
七

六
古
奈
伎
、
四

一

一
九
保
等
登

伎
須
は
諸
本

に
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
宜
芸

に
訂
す
。
三
六
三

二
波

麻
芸
欲
伎
は
連
濁
説

に
、

四

一
五
四
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